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X 線分光撮像衛星 (X-Ray Imaging and Spectroscopy Mission; XRISM) は、軟 X 線分光装置 Resolve と軟
X 線撮像装置 Xtend を搭載している。 Xtend は、X 線望遠鏡 (XMA) と X 線 CCD (SXI) から構成され、
0.4−13 keVのエネルギー帯域を 38.5 分角四方の広視野で分光撮像する。我々は Xtend の大きな視野を利用し、
突発天体の探査及び速報システム (XRISM/Xtend Transient Search; XTS) を開発・実装した (2023 年秋季年会、
米山講演V303a等)。 XTS では、一日に一回の頻度で XRISM/Resolve が狙う目標天体以外の天体を探査し、突
発現象が観測された場合は The Astronomer’s Telegram を通して速報を発出する。
XTS は、General Observer phase (GO 期) において新たなメンバーを迎え、観測 PI 同意のもと Resolve 視

野を除いた部分を用いて探査・速報を行っている。 2024 年 3 月の運用開始から 2025 年 5 月までに速報された
イベント数は 32 である。本講演では XTS の現状と成果の詳細について報告する。


